
 

 
 
 
     令和３年１１月３０日 

 

令和３年度 天竜川流域大規模土砂災害合同訓練の開催について 

 近年、全国各地で大規模な土砂災害が頻発している状況や三六災害から６０年である 

ことを鑑み、大鹿村、長野県、国土交通省及び他機関の防災担当者を対象に危機管理対 

応能力の向上を目的とした、合同防災訓練を実施することとなりましたのでお知らせし 

ます。なお、本訓練のメイン会場は大鹿村役場としておりますが、その他の関係機関は 

WEB 会議システムでの参加としております。 

  【日 時】令和３年１２月２日（木） １３時００分～１６時００分 

  【場 所】大鹿村役場（メイン会場） 

  【内 容】①梅雨前線による豪雨被害 

       （豪雨による同時多発的土砂災害の発生を受けた各機関の情報収集、 

対応方針検討などについて） 

②地震による被害 

       （発生した際、各機関の体制や情報収集等の対応について） 

 

１．資  料  別紙のとおり  ※取材については、問い合わせ先までお電話でお申

し込みください。なお、取材に来られない方には

写真提供いたします。（取材は冒頭のみとなります。） 

２．解  禁  指定なし 

 

３．同時配布  諏訪湖記者クラブ、伊那記者クラブ、 

駒ヶ根市記者クラブ、飯田市記者クラブ 

 

４．問合せ先  国土交通省 中部地方整備局 天竜川上流河川事務所 

副所長 大森
おおもり

 秀人
ひ で と

 砂防調査課長 澤田
さ わ だ

 宗也
か ず や

  

電話 ０２６５－８１－６４１７ 

※天竜川上流河川事務所ホームページもご覧下さい。 

 【ＵＲＬ】https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/        



訓練の概要

大鹿村、長野県、国土交通省及び他機関の防災担当者を対象に以下の３つの事項を目
的として大規模土砂災害に対する合同訓練を実施する。

訓練の目的

地震による被害

各機関の体制や情報収集といった初動体制について

梅雨前線による豪雨被害（初動対応）

各種警報が発表された際の体制（避難指示・要配慮者の
対応）や土砂災害の前兆現象確認時の対応等について

大規模土砂災害対応（同時多発的土砂災害の発生）

関係機関との情報共有、連携、役割分担や土砂災害によ
る孤立地区発生や天然ダム等の調査・対応について

大規模土砂災害対応（被災箇所の監視や観測）

避難指示の解除の考え方や土砂災害や天然ダム形成箇所
の監視観測の体制について

 参加機関の危機管理能力の向上

 改定方針を踏まえた地域連携マニュアル及び大鹿村初動マニュアルの検証

 関係者の「顔の見える関係」を維持

令和３年度 天⻯川流域⼤規模⼟砂災害合同訓練

① 訓練日時
令和３年１２月２日（木）13：00～

② 開催場所
大鹿村役場

③ 参加機関
• 大鹿村役場
• 長野県砂防課、危機管理防災課
• 飯田建設事務所
• 南信州地域振興局
• 飯田広域消防本部
• 国土交通省


